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の Web システム moodle や、ソーシャル・ネットワークを築く OpenPNE などを活用して
いる事例などもある。[1] しかし、これらのシステムは、ユーザ登録などの準備なども必要
であることから、一般向けの情報提供ではない。 
 これに対し、MovableType は、BLOG を管理するための CMS(Contents Management 
System)であり、簡単に安全かつ効率的なウェブサイト運用が可能となる。[2] この中で、

















 図 1: MovableType による電子情報工学科ホームページの一部 
2. MovableType でできること 
 Movable-Type をインストールしたサーバでは、複数の利用者の BLOG を管理すること
が可能で、その中でブログ記事(日々の記事)とウェブページ(一旦記載したらあまり変更し











記事を作成する場合、通常の Web ページであれば HTML を使って記載する必要があり、
HTML 文法に詳しくない人はページを作ることが困難であった。しかし CMS であれば、
WYSIWYG(What You See Is What You Get:見たままが得られる)の編集画面で記事を直感
的に記載できる(図 3 参照,ただし個人的な趣味で HTML モードで編集中)。さらに、記事を
閲覧した人との相互連携のために記事へのコメント機能や、トラックバック(閲覧者が自分













図 2: MTOS のユーザ・記事の管理画面





い。このため、ページ全体の操作性を統一することもできる。(図 1 参照) 
 電子情報工学科では、動的なページ生成用のプログラム言語 PHP を用いてオフィスアワ
ーのページを提供したり、サーバを監視し稼働状況を閲覧できる(munin や nagios3 といっ
たソフトを使用)ようなページも提供している。これらのページは、Movable-Type で生成






の一覧を見たいという要望も出てくる。CMS のシステムでは最新記事の RSS フィード(最
近の記事のタイトル・更新日時・記事 URL を XML 形式でまとめたもの)を自動生成してく
れるため、ホームページ中央に RSS を元にした記事一覧を表示するようにしている。 










へのリンクを記事に埋め込むことで、説明を補うことも容易である。(図 4 参照) 
 記事を記載する時には、タグと呼ばれる目印を記事内容にて指定することもできる。タ
グを埋め込むと、タグ毎に分類したインデックスページを自動生成してくれるため、科目


























 講義への活用という点では、最初に紹介した moodle は、講義週に応じた資料配布、小テ
スト機能、課題提出・評価機能などの、Movable-Type より便利な機能も多い。しかしなが
ら、moodle は多機能すぎて使い方の全体像が分かりにくい点もあり、電子メールなどと併







図 4: MovableType を用いた講義録の例 
5. まとめ 
 以上のように、Movable-Type のような CMS システムを活用すれば、学科での活動の情
報発信に活用したり、講義録として活用することも可能となる。ただ、現在利用している
オープンソース版の MTOS は Six apart 社によるサポート停止が予定されており、今後は
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